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ご
あ
い
さ
つ 

外
で
過
ご
す
の
が
気
持
ち
の
い
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？ 

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
１０

月
で
開
院
し
て
満
２
年
と
な
り
ま
し
た
。
２

月
に
、
残
っ
て
い
た
７
階
東
病
棟
が
オ
ー
プ

ン
し
、
７
月
か
ら
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
運
用

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
か
ら
は

Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｋ
ｅ 

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ 

 

Ｕ

ｎ
ｉ
ｔ 

脳
卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）
が
開
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

手
術
室
で
は
３
月
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
（
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
が
泌
尿
器
科
の
前

立
腺
手
術
で
は
じ
ま
り
、
最
先
端
の
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北

播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
「
患
者
さ
ん

と
医
療
人
を
魅
き
つ
け
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
ホ

ス
ピ
タ
ル
を
地
域
と
と
も
に
築
き
、
理
想
の

医
療
を
提
供
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
ま
だ
、
発
展
途
上
で
す
が
、
少
し
で
も

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
良
い
医

療
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
約
１０
年
前
に
導
入

さ
れ
た
新
臨
床
研
修
医
制
度
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
地
方
で
は
深
刻
な
勤
務
医
不
足
と

な
り
、
診
療
科
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
、
研
修
医
も
症
例
数
の
多
い
都
市

部
の
病
院
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
患
者
さ
ん
か
ら
信

頼
さ
れ
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
、
医
療
人
か
ら
も
好
か
れ
る
病

院
に
な
る
よ
う
に
、
三
木
市
民
病
院
と
小
野

市
民
病
院
が
統
合
さ
れ
、
北
播
磨
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
大
学
の
協
力

も
あ
り
、
優
秀
な
人
材
が
集
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
２
年
で
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
病
院
の
力
を
十
分
に
活
か
し
切
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

私
事
で
す
が
、
昨
年
、
第
１
回
小
野
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
４
に

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
と
し
て
参

加
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
名
前
入

り
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
走
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
練
習
不
足
で
、
折
り
返
し
前
の
長

い
上
り
坂
に
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
沿
道
か
ら
『
北
播
磨
、
ガ
ン
バ

レ
！
』
と
い
う
声
援
が
あ
り
、
元
気
を
取
り

戻
し
て
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

開
院
し
て
２
年
、
医
療
者
と
し
て
も
ず
っ

と
走
り
続
け
て
い
る
印
象
で
す
。
北
播
磨
地

域
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
素
晴

ら
し
い
病
院
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
、
皆
様

の
暖
か
い
気
持
ち
で
、
育
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 
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日
本
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患 

者
数
は
、
１
３
３
０ 

万
人
と
推
定
さ
れ
て 

お
り
、
全
国
民
の
８ 

人
に
１
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ 

に
該
当
す
る
こ
と
に 

な
り
ま
す
（
図
１
）。 

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対
す
る
取 

り
組
み
が
日
本
腎
臓 

学
会
を
中
心
に
本
格 

的
に
始
ま
っ
た
の
は
、 

２
０
０
４
年
で
あ
り
、 

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
疫
学
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
、

Ｇ
Ｆ
Ｒ
推
算
式
の
作
成
、
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
整
備
な
ど
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
１
年
を

ピ
ー
ク
に
本
邦
の
新
規
透
析
患
者
の

発
生
数
は
徐
々
に
減
少
し
始
め
て
い

ま
す
。
特
に
慢
性
糸
球
体
腎
炎
に
よ
る

末
期
腎
不
全
で
の
透
析
導
入
は
年
々

減
少
傾
向
で
あ
り
、
検
尿
検
診
に
よ
る

腎
炎
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
介
入
が

功
を
奏
し
て
い
る
結
果
と
考
え
ら
れ

ま
す
。（
図
２
） 

「
北
播
磨
地
区
に
て
末
期
腎
不
全

に
至
る
患
者
さ
ん
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
常 

 

 

に
考
え
、
適
切
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
を
今
後

地
域
と
連
携
し
て
実
践
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
初
に
、
何
ら
か
の
介
入
が
必
要
な

Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん
を
認
識
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
急
な
腎
機
能
低
下
、
検 

                      

 

尿
異
常
を
認
め
る
症
例
に
関
し
、
無
治

療
に
て
経
過
観
察
す
る
の
で
は
な
く

原
因
検
索
の
た
め
の
経
皮
的
腎
生
検

の
適
応
の
有
無
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
（
表
１
、
図
３
）。 

                      

 

～ドクターのリレー講座～            『腎臓内科の紹介』 

慢性腎臓病  

診療って何をしているのだろう？ 

腎臓内科医長 北 村 謙 

（図 2）透析導入患者の主要原疾患の推移 

 

（図１）CKD の定義 
①尿異常、画像診断、血液、病理で腎障害の存在が
明らか、特に 0.15g/gCr以上の蛋白尿（30mg/gCr
以上のアルブミン尿）の存在が重要 

②GFR<60mL/分/1.73㎡ 
①②のいずれか、または両方が３か月以上持続する 
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先
日
、
約
６
か
月
前
か
ら
下
腿
浮
腫

を
認
め
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
リ
ン
パ
浮

腫
・
蜂
窩

ほ

う

か

織 し
き

炎 え
ん

な
ど
の
診
断
で
経
過
を

見
ら
れ
た
後
に
当
科
紹
介
と
な
り
、

10

ｋｇ
の
体
重
増
加
・
高
度
の
蛋
白
尿

を
認
め
た
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
ま

し
た
。
腎
生
検
の
結
果
、
膜
性
腎
症
と

診
断
、
ス
テ
ロ
イ
ド
加
療
に
て
軽
快
し

て
お
り
ま
す
。
よ
り
早
く
当
科
へ
紹
介 

                  

し
て
頂
け
る
よ
う
に
、
腎
炎
・
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
症
候
群
の
認
知
度
を
高
め
る
た

め
我
々
腎
臓
内
科
が
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
の
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
と
し
て
チ
ー
ム
医
療
が
あ

り
ま
す
。
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、

そ
し
て
医
師
が
連
携
を
と
っ
て
、
全
人

的
医
療
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で

す
。 当

科
で
は
、
月
２
回
１
週
間
の
Ｃ
Ｋ 

 

Ｄ
学
習
入
院
を
本
年
７
月
か
ら

始
め
て
お
り
ま
す
。 

①
腎
臓
病
悪
化
因
子
を
見
つ
け

出
す 

②
血
管
合
併
症
を
早
期
発
見
す

る 

③
慢
性
腎
臓
病
と
そ
の
療
養
生

活
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る 

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

管
理
強
化
・
全
身
合
併
症
評
価

を
行
い
な
が
ら
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
関

す
る
集
団
指
導
・
個
別
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。 

退
院
後
は
腎
臓
病
手
帳
を
用

い
、
腎
臓
内
科
併
診
の
上
で
、

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
方
中
心 

の
外
来
診
療
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
末
期
腎
不
全
に
な
っ
た
場

合
、
血
液
透
析
し
か
な
い
と
考
え
て
い

る
の
は
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
中
に
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

血
液
透
析
・
腹
膜
透
析
・
腎
移
植
の
腎

代
替
療
法
が
存
在
す
る
こ
と
を
患
者

さ
ん
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
医
療

者
側
の
義
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
腹

膜
透
析
・
腎
移
植
何
れ
も
が
、
施
行
不 

 

可
能
な
施
設
で
は
軒
並
み
選
択
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り
、
我
々
医
療
従
事
者
が
患
者
の
治 

 
 
 

療
幅
を
狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
年
度
中
に
は
、 

 
 
 
 

腹
膜
透
析
導
入
及
び
外
来
維
持
が
可

能
に
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
近
年

先
行
的
腎
移
植
（
透
析
療
法
を
受
け
ず

に
行
う
腎
移
植
）
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
ま
す
。
実
現
可
能
と
す
る

に
は
、
保
存
期
腎
不
全
の
段
階
か
ら
十

分
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
必
須

条
件
と
考
え
て
お
り
、
看
護
師
か
ら
の

腎
代
替
療
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
中

心
と
し
た
腎
代
替
療
法
外
来
を
９
月

よ
り
開
始
し
て
お
り
ま
す
。 

北
播
磨
医
療
圏
は
６５
歳
以
上
が
２

５
．
３
％
と
高
齢
者
の
割
合
が
多
く
、

隠
れ
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん
が
多
数
存

在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
（
図
５
）
。

本
年
４
月
に
腎
臓
内
科
常
勤
と
な
っ

て
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
北
播
磨
医
療
圏
に
貢
献
で

き
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
少
し
で
も
役

立
て
る
よ
う
に
診
療
に
あ
た
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

（表１）CKD における腎生検の適応 

尿蛋白のみ陽性の場合 
尿蛋白 0.5g/日以上、もしくは 0.5g/gCr
以上 

尿蛋白、尿潜血ともに陽性
の場合 

尿蛋白 0.5g/日以下、もしくは 0.5g/gCr
以下でも考慮 

ネフローゼ症候群の場合 積極的に施行 

尿潜血のみ陽性の場合 
尿沈渣に変形赤血球が多く存在する場
合や病的円柱を認める場合などに考慮 

いずれの場合にも糖尿病患者においては慎重に考慮すべき 

kg 

（図３）腎生検 
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（図５）年齢別の CKD罹患率 

 

CKD診察ガイド 2012、東京医学社 2012 

 

（図４）慢性腎臓病学習入院 
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高
血
圧
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
弁
膜

症
、
心
筋
症
、
先
天
性
心
疾
患
、
不
整
脈

な
ど
の
基
礎
疾
患
を
罹
患
さ
れ
た
方
は
、

慢
性
心
不
全
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
心
臓

に
負
担
が
か
か
り
、
日
常
の
生
活
に
支
障

を
き
た
す
状
態
に
な
る
と
、
外
来
で
の
点

滴
治
療
や
内
服
薬
の
調
整
や
、
時
に
は
入

院
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

                

心
臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
心
不
全

の
増
悪
を
繰
り
返
す
と
、
今
の
生
活
を
狭

め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

心
不
全
が
増
悪
す
る
誘
因
と
し
て
、
塩

分
・
水
分
制
限
の
不
徹
底
、
感
染
症
、
服

薬
の
飲
み
忘
れ
や
自
己
中
断
、
過
労
、
不

整
脈
、
ス
ト
レ
ス
、
心
筋
虚
血
、
高
血
圧

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
不
良
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
心
不
全
の
増
悪
は
、
日
常
の

生
活
を
見
直
す
こ
と
で
防
げ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。 

慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
は
、
患

者
さ
ん
が
心
不
全
の
増
悪
ま
た
は
重
症
化

に
な
ら
な
い
よ
う
に
体
調
管
理
や
生
活
管

理
を
支
援
し
、
入
院
を
せ
ず
に
現
在
の
生

活
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
不
全
の
患
者
さ

ん
に
は
心
不
全
手
帳
を
お
渡
し
し
、
診
察

時
に
持
参
し
て
い
た
だ
き
、
受
診
ま
で
の

間
の
体
調
と
生
活
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
問
題
が
あ
れ
ば
患
者
さ
ん
と
相
談
し

な
が
ら
問
題
解
決
を
考
え
て
い
ま
す
。
入

院
さ
れ
た
際
に
は
、
病
棟
か
ら
連
絡
を
受

け
、
訪
室
し
退 

院
後
の
生
活
を 

患
者
さ
ん
と
一 

緒
に
考
え
て
い 

ま
す
。 

ま
た
、
心
不
全
が
増
悪
せ
ず
健
康
的
に

生
活
が
で
き
る
た
め
に
、
心
不
全
チ
ー
ム

や
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
が

あ
り
、
多
職
種
で
患
者
さ
ん
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。 

              

現
在
、
心
疾
患
は
死
亡
原
因
の
第
２
位
、

心
不
全
の
５
年
生
存
率
は
約
７０
％
で
予

後
は
進
行
癌
と
同
じ
く
ら
い
悪
い
と
い
わ

れ
て
お
り
、
慢
性
心
不
全
の
疫
学
研
究
で

は
２
０
３
０
年
に
は
心
不
全
患
者
が
１
３

０
万
人
を
超
え
、
６５
歳
か
ら
加
齢
と
と
も

に
そ
の
割
合
は
増
加
す
る
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。
今
の
健
康
的
な
生
活
が
維
持

で
き
る
よ
う
に
、
一
緒
に
生
活
の
内
容
や

体
調
管
理
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

～認定看護師の活動リレー紹介～ 

慢性心不全看護認定看護師の巻 

６階東病棟 

主任 西 岡 通 宏 

慢

性

心

不

全

看

護

認

定 

看

護

師

の

活

動

に

つ

い

て  ▲慢性心不全の痛みの軌跡 
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マタニティーヨガ 

マタニティーヨガ 

風景 

化学療法の進歩は目覚ましく、次々と新しい治療が開発されています。治療のお薬は点滴、

注射、飲み薬と方法も様々です。お薬は、確実に安全に投与するということが重要です。その

ために、多職種で、治療内容が妥当であるか、安全であるかなどを審査し、院内で登録した標

準治療を実施するようにしています。安全のために、電子カルテのシステムを活用し、投与方

法を明記した指示書を用いています。 

お薬は、効果を最大に得られるように使用しますが、副作用を伴います。そのため、治療開

始前には、治療のスケジュール、どのような副作用がどの時期に生じやすいのか、どのような

対処をするとよいのかを、医師、薬剤師、看護師が説明します。副作用が生じた時には、症状

を緩和できるよう対処に努めています。治療を継続しながら、その人らしい生活が送れるよう

に支援することを大切に考えています。 

 

当院では、安全な化学療法を実施し、副作用による症状の緩和を図ることができるよう検討

する委員会があります。院内の多職種で、患者さんやご家族によりよい治療、ケアの提供がで

きるよう活動しています。 

看護師：  

化学療法を受けるときに

気を付けていただくことや

副作用の説明、副作用が生

じた時の対処方法を一緒に

考え対応します。 

疑問に思うことや、悩みは抱え込まず、スタッフに 

相談してください。チームで連携してサポートします。 

医師： 

治療の説明と実施。  

副作用による症状を和ら

げるよう配慮し治療を行い

ます。 

薬剤師： 

抗がん剤などを清潔な環

境で調合しています。治療

のスケジュール、副作用の

説明を行います。副作用を

和らげるために医師と相談

してお薬を調整します。 
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「今月で４ヶ月になりました。」と予防接種の日に、女性病棟のスタッフルームにママ

と咲都希（さつき）ちゃんが顔を見せに来てくださいました。 

命名の由来は、わかりませんが、北播磨総合医療センターは、三木市と小野市が一緒に

なってできた病院です。 

その三木市の花は、「さつき」 

                             

                

★★★ 大きくな～れ ★★★ 

～ほほえましい１コマ～ 

〔女性病棟でのエピソードを紹介します〕 

ママ同士楽しく 

ランチタイム  

咲都希ちゃんの笑顔を見ている

と、何だか運命のような、この病院

の将来を表すかのような感じがしま

す。「元気いっぱいで、完全母乳で

す。」と笑顔で誇らしげに教えてくだ

さいました。 

母乳が出ないママは、苦労されます。完全母乳に至るまで、随分頑張られた事と思

います。「完全母乳」と胸を張っておられる、その背景には、退院してから４ヶ月にな

るまで昼夜問わず必死になって育児をされたママの頑張る姿が浮かびました。子ども

に無償の愛を注ぎ込む中で、子どもは本能的に周囲からの愛情を感じ取って育ってい

きます。そして、それは子どもの一生を支える基本的自尊感情の根っこになっていき

ます。 

当院の看護部理念は、「患者さんの尊厳を守り、信頼と感動の看護を実践します」

です。それは、看護師側からの一方通行だけで無く、看護師も患者さんから感動をい

ただける瞬間でした。 

 

http://www.irasutoya.com/2012/12/blog-post_6547.html
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公開講座・出前講座を開催しました 

①「血管年齢を調べてみよう」開催日：７月１８日（土） 会場：北播磨総合医療センター 

定員 50 名のところ 300 名を超える申し込みがあり、抽選で参加者を決定しました。まだ多くの希望者が

あることを踏まえ、11 月にも開催したいと考えています。 

 

▲血圧脈波検査の順番を待つ皆さん ▲血管年齢のお話 ▲濵口医師によるアドバイス 

②「放っておくと怖い脳卒中」 

開催日：８月１日（土） 

会場：三木市立教育センター 

脳卒中の予防 10 か条や初期症状

などの説明があり、参加された皆さ

んは、熱心に先生の話を聴かれてい

ました。 

▼濵口医師による講演 
「脳卒中にならないために」 

▲三宅先生による講演 
「脳卒中の最新治療」 

※今後の予定は裏面に掲載していますのでご覧ください。 

公開講座 
 

①「知っておきたい食中毒」 
 
 

 

（開催日） 

６月２４日（水） 
（講 師） 

感染管理 
認定看護師 

（参加者） 

２９名 

②「役に立つお薬のはなし」 
 
 

 

（開催日） 

７月１１日（土） 
（講 師） 

薬剤師（薬剤室長） 
（参加者） 

８８名 

③「腹圧性尿失禁の予防」 
 
 

 

（開催日） 

７月２３日（木） 
（講 師） 

皮膚・排泄ケア 
認定看護師 

（参加者） 

４０名 

④「高齢者の糖尿病に関する最近の知見」 
 
 
 
（開催日） 

９月２９日（火） 
（講 師） 

病 院 長 
（参加者） 

                 ３２名 

出前講座 
 

（会場）三木市三木南交流センター 
（会場）三木市自由が丘公民館 

（会場）三木市緑が丘町公民館 （会場）三木市立まなびの郷みずほ 

高齢者セミナー 

レディースセミナー 

自由が丘学園 

女性セミナー 

レディースセミナー 三木市高齢者大学 

大学院 教養課程講座 

当院の職員が地域に出向き、健康に関するお話をさせていただきました。 

市民向けの講座を開催したところ、多くの皆様に受講していただきました。 
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病 院 フ ェ ス タ 

北播磨総合医療センター 

ステージ・講演 
 

10:00 オープニング 

10:30 よさこい踊り(20 分) 

 “裏播州鬼ほおずき灯” 

11:30 別所ともえ太鼓(30 分) 

12:40 健康講座(60 分) 

    演題：『最新の外科手術』 

     ～内視鏡外科手術の進歩～ 

    講師：黒田大介 副院長兼外科総括部長 

14:00 エンディング 

イベントその① 10:00～14:00 

 

●手術室体験ツアー(10:30～13:30、最終受付 13：00) 

  

●院内見学ツアー(12:00 最終受付) 

 ～検査室・放射線室・リハビリ室など～ 

●救急蘇生体験 

 ～いざというとき、お役に立ちます～ 

（消防車､救急車のﾍﾟｰﾊﾟｰｸﾗﾌﾄをﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ） 

●健康チェック 

 ～血圧・体脂肪・血管年齢・骨密度～ 

●健康相談 

 ～ドクターや看護師・栄養士による相談～ 

 

●手洗い体験 

 ～あなたの手洗いをチェック！～ 

●白衣試着体験(13:30 まで) 

 ～キッズ歓迎、あなたも１日ナース～ 

●薬剤師体験(薬剤師の業務) 

 ～キッズから大人までＯＫです～ 

●ボランティアブース 

 ～病院ボランティアさんの活動を紹介します～ 

●キッズコーナー(10:30～13:30 無くなり次第終了) 

 ～いろんなアトラクションでお待ちしています～ 

●モニターでの活動紹介 

 ～スタッフの活動を紹介します～ 

イベントその② 10:00～14:00 
 

★エアーテントの展示（組立予定 11:00～） 

 ～災害時に活躍するテントを紹介します～ 

★救急車・消防車の展示 

 ～間近で見るチャンスです～ 

★軽食コーナー 

 ～レストラン、カフェで提供します～ 

お問い合わせ：北播磨総合医療センター 病院フェスタ実行委員会事務局(医事管理課) ℡0794-88-8800 

と き：平成２７年１０月１８日（日）10:00～14:00 

ところ：北播磨総合医療センター(１階玄関・外来ホール) 

お待ちして 

います！ 

http://1.bp.blogspot.com/-FvDoc6lo2-4/UYntA3A8dmI/AAAAAAAARcY/10K75qkgkb8/s800/omatsuri_taiko.png
http://1.bp.blogspot.com/-aa8DuSxqUvY/UgsxcYkGbFI/AAAAAAAAXXU/SsPSIQU5jGE/s800/job_doctor.png
http://3.bp.blogspot.com/-SO4ovdOM8BM/U-8HGhwyyoI/AAAAAAAAk_U/C3AC9f8ZPlk/s800/ketsuatsu_sokutei.png
http://1.bp.blogspot.com/-gQSfXIEego4/UOJXw8L5z8I/AAAAAAAAKI0/I2YMNltSpY8/s1600/virus_tearai.png
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月 火 水 木 金 備考

午前 西井 西井 西井 中野
（受付10時まで）

中野 木曜日は初診・新患のみ

岡村 三宅 三宅 鵜山

三宅 鵜山 岡村 藤田 予約のみ

岡村 三宅 三宅 鵜山

三宅 鵜山 岡村

藤井 藤井 創傷外来 藤井
（第２・４週）

第2木曜日は乳房外来（田原・藤井）
(予約のみ）

西尾 西尾
再診（9～10時）

西尾 西尾

平井
再診（9～10時）

平井 平井 平井

手術
学童外来（16時～）

レーザー外来 創傷外来 手術
第1～4水曜日はくつ外来併設

（予約のみ）

レーザー外来
学童外来（16時～）

手術 創傷外来

学童外来
（16時～）

レーザー外来 創傷外来

藤井 竹中 坂口 藤井 宅見

松野下 山辺 山本 神戸大学 松野下

予防接種（山本）
心エコー（松野下）
（第２・４・５週）

フォローⅡ（坂口）
（第１・３週）

循環器外来
（第１週）

内分泌（宅見） 脳神経（藤井） 内分泌（宅見） アレルギーⅠ（竹中） 発達行動（竹中）

発達初診(竹中）
（第２・４週）

発達（奥村） 心身外来（山辺）
心身外来Ⅱ
（山辺）

乳児検診（山本）

西崎 金井 田邊 田邊 西崎 初・再診

田邊 西崎 金井 金井
（初診）

再診のみ

石濱 担当医 硝子体注射 検査・レーザー 予約のみ

黄斑外来
（第３週）

検査 角膜外来
（第３週）

角膜外来
（第２・４週）

検査・レーザー 検査・レーザー 石濱
（検査・再診）

斜視・弱視外来
（第１・３週）

検査 検査 コンタクト外来
（第２・４週）

寺薗 山本 山本 神戸大学

山本 寺薗 寺薗

寺薗 交代医師 山本

処置外来 処置外来 処置外来

免疫アレルギー
外来

免疫アレルギー
外来

吉崎 吉崎 吉崎 吉崎 吉崎

濵岡 濵岡 濵岡 濵岡 濵岡

武市 松本
（初再診）

松本 八尾 初診

松本 八尾
（初再診）

武市 松本 再診

武市 八尾 武市 八尾

松本

午前 冨田 宮本

午前 上薗 宮脇

竹内 竹内 竹内 竹内 竹内

坂口 坂口 坂口 坂口 坂口

小手術外来 小手術外来 小手術外来 小手術外来

小手術外来 小手術外来 小手術外来 小手術外来

再診 再診 再診 再診

再診 再診 再診 再診

医事管理課作成

診療科

産婦人科

脳神経外科

午前

午後 予約のみ

形成外科

完全予約制

午前
予約のみ

午後
予約のみ

小児科

午前 予約なし

午後

腎・泌尿器外来
（松野下）

小児外科
（久野）

（第２・４週）

アレルギーⅡ
（坂口）

要予約

眼科

午前

午後 予約のみ

耳鼻咽喉
・頭頸部外科

午前 予約以外の受付は11時まで

午後 予約のみ

皮膚科 午前

泌尿器科

午前

午後 予約のみ

放射線診断科

放射線治療科

歯科口腔外科

午前

午後

予約のみ

各担当医
（予約のみ）

精神科
東

（第１・２・３・４週）
予約のみ

午後

精神科
もの忘れ外来
認知症看護外来
がん看護外来

感染対策相談外来
完全予約制

午前
感染対策相談

外来

髙橋
（感染管理認定

看護師）

（9:00～16:00）

もの忘れ外来
見市

（10:00～16:00)

認知症看護外来

髙原
（認知症看護認定

看護師）

（9:00～16:00）

がん看護外来
高山

（がん看護認定
看護師）

（9:00～16:00）
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月 火 水 木 金 備考

髙橋 西山 原 横野 門脇

安友

大幡
（第１・３・５週）

髙吉
（第２・４週）

山脇 平石 吉田 山田 山脇

田頭 中川 中川 田頭 平石

吉田 大橋
ペースメーカー外来

（第２．４週）
粟野 柏木 再診（予約）

粟野
（10時～）

山田 中林 予約のみ

ペースメーカー外来
（第２．４週）

動脈硬化疾患
外来

スペシャルデバイス
外来（第３週）

堀 田中 佐貫 大瀨 吉江 初診

大瀨 佐貫 田中 吉江 堀 再診（予約のみ）

阿部 平野
（肝臓外来）

山田 木下 予約のみ

松本 金城 高月 初再診

高月 松本 松本

川瀬 金城

午後 高月 松本 予約のみ

石田
（第１・５週）

西
（第２週）

北村
（第３週）

藤井
（第４週）

安友 安友 西山 西山 山田

原 向田 小武 勝二 中村

中川 荒井

午後 髙吉 高橋 予約のみ

濵口 永田
（再診のみ）

濵口
（再診のみ）

小田
（再診のみ）

髙田

小田

濵口 細見 濵口
（再診のみ）

小田
（再診のみ）

髙田
（再診のみ）

担当医 小田 永田 ボトックス外来

午前 大幡
（血液）

杉本 今村
（腫瘍）

南
（血液）

月曜日：予約のみ

午後 杉本
（血液）

杉本 予約のみ

午前 西村 森信
（第２週）

受付は１１時まで

沢 岩谷 黒田 浦出 黒田 初診・再診

御井 担当医 福岡 万井 村田 再診

岡 岡 乳腺（予約のみ）

午前 森田 森田
森田
（初診）

森田
森田
（初診）

予約制（担当：皮膚排泄ケア認定看護師）

午後
ストーマケア相談

（第1週）
電話相談のみ（13：00～16：00）

橋本 川上 瀧川 今泉 予約のみ（初診紹介予約）

川上 今泉 橋本 神田 瀧川 再診（予約のみ）

向原 担当医 担当医 担当医 予約のみ

午後 今泉
（スポーツ外来）

橋本
（脊椎外来）

川上
（スポーツ外来）

予約のみ

午前 麻田
（予約のみ）

麻田 麻田 顔

午後 麻田 麻田 麻田 顔 予約のみ

午前 髙田 予約のみ

午前 佐藤 予約のみ

外来診療日程表
外来診察の受付は、初診は午前８時３０分から１１時３０分、再診は
午前８時から１１時３０分に行います。診察開始時間は午前９時からです。
午後は予約のみの診察となります。　　　　　　（平成27年10月1日現在）

診療科

内科・老年内科 午前
荒井 中川

荒井
（第１・３・５週）

杉本
（第２・４週）

大橋

循環器内科

午前

初診・再診（予約）

午後 予約のみ

消化器内科 午前

呼吸器内科

７月から木曜日の診察は

予約のみになります

午前
予約のみ

腎臓内科

完全予約制

午前 石田 北村 齊藤 腹膜透析外来 予約のみ

糖尿病・内分泌内科
午前

初診の方の診察は内科・老年内科にて
対応いたします。受付にてご確認くださ

い。

神経内科

完全予約制

午前 予約のみ（初診紹介予約）

午後 予約のみ（初診紹介予約）

血液腫瘍内科

リウマチ科

外科 午前

ストーマ外来

整形外科

完全予約制

午前

心臓血管外科

呼吸器外科
完全予約制

ペインクリニック内科
完全予約制

※初診の際に必ず予約が必要な診療科
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【
編 

集 

後 

記
】 

 

秋
も
深
ま
り
涼
し
く
な
り
過

ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。 当

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
開
院
し

て
早
２
年
に
な
り
ま
す
。
７
月
に

は
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
本
格
運
用

が
始
ま
り
、

月
に
は
Ｓ
Ｃ
Ｕ

（
脳
卒
中
集
中
治
療
室
）
が
開
設

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
医
療

体
制
は
さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

今
年
も
病
院
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
め
っ
た
に
で
き
な

い
手
術
室
体
験
を
は
じ
め
、
薬
剤

師
体
験
や
院
内
見
学
ツ
ア
ー
な

ど
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
で

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
紙
で
は
今
回
「
大
き
く
な
～

れ
」
と
い
う
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
掲

載
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
お
役
に
立
つ
情
報
か
ら
、
心
温

ま
る
内
容
ま
で
幅
広
く
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

診
療
支
援
部 

栄
養
管
理
室 

技
師 

粕 

谷 

幸 

司 

 

 

 

【退任のお知らせ】   ～ お 世 話 に な り ま し た ～ 

９月３０日付で、２名の医師が退任しました。 

〔耳鼻咽喉・頭頸部外科医長 森田成彦 医師 、整形外科専攻医 平井一生 医師〕 

市民向けの公開講座を開催します 
 

①「オストメイト患者会」     １１月１４日（土）14時～16時 

ストーマを保持された方（オストメイト）   会場 ： 北播磨総合医療センター ２階患者教室 

と、そのご家族の研修と交流会です   講師 ： 北播磨総合医療センター 緩和ケア認定看護師／ 

（申込方法は、広報おの、広報みき１０月号に掲載）            皮膚・排泄ケア認定看護師 
 

②「血管年齢を調べてみよう！」 １１月２１日（土）10時～12時 

～健康そうに見えても        会場 ： 北播磨総合医療センター２階大会議室 

     実は進んでいる動脈硬化～   講師 : 北播磨総合医療センター 神経内科部長／ 

  （申込方法は、広報おの、広報みき１１月号に掲載予定）             中央検査室スタッフ 
 

③「放っておくと怖い脳卒中！」  １２月１２日（土）10時～11時 30分 

～こんな症状には要注意～      会場 ： 小野市役所周辺の施設（詳細未定） 

   （詳細については、広報おの     講師 ： 北播磨総合医療センター 神経内科部長／ 

    １１月号に掲載予定）                                脳神経外科部長 

 

〈問い合わせ先〉北播磨総合医療センター TEL 0794-88-8800(代)  地域医療連携室まで 

 

生

いく

 田

た

 健

けん

 明

めい

 医師の紹介（10 月１日付着任） 

整形外科専攻医として生田医師が着任しました 

<卒業年次> 平成２５年 
 

http://www.irasutoya.com/2012/09/blog-post_3.html
http://www.irasutoya.com/2012/09/blog-post_3.html

